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日 本 産 倍 足 類 及び 唇 足 類 の 分 類 学 的 研究 
9. ギヤ ギ ス デ の 1 新 属 と 2 新種 


三好 保 徳 (愛媛 県 立 北 高等 学校 ) 
昭和 31 年 11 月 19 日 受領 


l. Senbutudoiulus gen. nov. (セン ブツ ヤス デ 属 ) 

本 新 属 は Blaniulidae に 属す る も の で 。.&czopzozops( リ ユウ ガヤ ス デ 属 ) CIRO CREOL の で ある が 
雄 の 第 1 歩 寺 の 形態 な 全く それ と 類 を 異 に し Skleroprotopus の 壮 暑 に と れ を 大 れる と と は で き な い と 考え を , 
と と に と れ を 新 属 と し て 記載 する 次 第 で ある 。 

Re: 第 1 歩 肢 は 極め て 大 形 , か つ 旦 平 で 基 節 より 先端 きま で 幅 な 和 ほ 区 等 し く 前 背 方 ヘナ サジ 形 に 少し 曲 つ て 
ゅ る 。 答 分 と も に 前 背面 に は 記 毛 密生 し , 後 腹面 に は 各 節 と も そ の 縁辺 低 隅 毛 を 生じ て いら る の み で ある 。 大 
ZAC 6 箇 以 上 の 簡 葉 を 有 し , 前 辱 基 節 の 幅 は 広く 長 卵 形 。 眼 は 甚だ 多く の 単眼 より な る 。 臭 孔 は 後 環 飾 の 
略 中 央 部 に ある 。 尾部 突起 は を な い 。 雄 の 第 2 歩 肢 の 端 肢 は SkZeroprotopus CELTE CRK. MAC 
WEZEL, 後 腹面 は その 縁辺 に , J; 

の み 了 剛毛 が ある 。 以上 の 諸 形 態 が 
本 属 の 特徴 で や つて , 第 7 Age, 
MEIE, GE WE owo 
形質 に お に て は Skleroprotopus 


OR 
に よく 類似 し て とる 。 SE 0 
ES FR A ep. Senbutudoiulus 7 A 
platypodus MIYOSI De 


Senbutudoiulus platypodus sp. 
nov, (セン ブツ ヤス デ ) 

種 の 特徴 : 体 は 殆ど 黒色 , HET 
体長 50mm 内 外 。 体 分 数 60 前 
後 の や や 大 形 の ヤス デ で ある 。 Ik 
は 50 以上 の 単眼 が 長い 3 角形 を 
な し て 集合 し て いる 。 触角 は 第 3 
分 が 最も 長く , 第 5, 第 6 節 の 先 
に は 感覚 団 が 多く 輪 生 し て ら る 。 
各 節 に お ける 長 さ と 幅 と の 上 比 は 大 


tE, 第 2 節 で は 19:6, 第 3 節 で Abb. 1. Senbutiudoiultus platypodus sp. nov. 
は 23:6, 第 A 節 で は 17:6, 第 a, b: l. Bein G: Endgieder der Antenne d: 
50C 14:6, 第 6 feh 13:7 Gnathochilarium œ, f: 2. Bein e: pramandibel 


で ある 。 大 顎 に は 大 小 8 HoD D. HoR 1 Ament gebaut, 4 ent pn D Gg bäi 
生 す 。 第 2 Ion, 互 に 左右 が 結合 せ ず , 陰茎 は 長く 基 節 の 先端 を は る か に と を えて いる 。 そ の 敵 
DU Fab 節 か ら な り 発 門 節 は 長い 。 雄 の 第 7 歩 肢 の 基 節 は 甚だ 大 形 で 測 毛 を 有 し , 外縁 の 中 央 より 少 
し 基部 へ よ つ た 所 に 2 節 か ら な る 端 到 が ある 。 その 端 肢 に 小 爪 あり 又は な し 。 前 生殖 表 の 基 節 突起 は 狭 長 
で 謝 状 隆起 締 あ り 。 是 内 側 中 央 に 1 KOMEET. TOWRA 1 餅 で 訓 毛 あり 。 鞭 状 毛 の 先 敵 は 2 
又 し その 長い 方 に 毛 が 多 ぼ と 。 後生 殖 肢 の 形態 は 図 に 示し た 如く で 著しい 特徴 は な い 。 
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完 模式 標本 : 体長 51 mm, 体 節 数 62 の 雄 。 そ の 
BH Err Prin, GERME 
LESCH LC 1953 年 10 月 7 日 採集 き 
れ た 。 他 に 体長 47 mm の 礁 及び 唯 の 亜 成体 2 EE 
採集 きれ て いる 。 

2. Archandrodesmus japonicus sp. nov. (オオ 
ギヤ ス デ ) 

と の 属 の ヤス デ は Ceylon 島 方 面 に 数 種 知 られ て 
いる が , と くに と て を 記載 する 日 本 産 の 新種 は Up- 
per palnis: Kodaikanal, Bombay Shola, Mariyan 


Shola, Pumbarai, Kukkal Shola, Vandaravu, 1900- 
2000m oE T A Archandrodesmus areatus 
CARL 放 聞 だ 近似 の も の で あつ て ,。 と の よら な 
Cryptodesminae の 種類 が 遠く は な れ た 日 本 の 東部 
に 多く 棲 島 し て らい る と らら うと と は その 分 布 上 甚 興 
味 の あ る と と で ある と 考え る 。 無論 と の 政 に と の 西 
地 の 間 に は 連続 的 に 同属 の 種 が 分 布 し て ら る で あろ 
うと いう 予想 を た て 我々 と し て は 演 球 , 九州 。 四国 
の 海 天 に 近い 地域 を 今後 特に 注意 を は ら つ て 調査 し 
な けれ ば な ら な いと と に な つた 。 さき を 本 誌上 で 記 
Abb. 2. Senbutudoiulus platypodus sp. nov. 載 し を Ampelodesmus granulosus, Eucondylode- 
h: Auge i: 7. Beinpaar j: Vorderer smus elegans な ど 皆 本 種 と 同 笠 の る も の で あり ダー 
Gonopode k: Hinterer Gonopode 様 た に 基 だ 小形 の も の で ある 。 と に か く Leien 
繁栄 し て いて 日 本 に は 甚だ 少 いと 考 た ん られ て いた Cryptodesmidae— 2 ve x FP} の ヤス デ が つぎ つぎ 
と 我国 内 か ら 発見 され て 行き つつ ある 事実 は , 日 本 べ の 南方 水 動 物 の 分 布 の 問題 を 考え る 場合 極め て 興味 
ある と と で ある と 信じ て いる 。 


Abb. 3. Archandrodesmus japonicus sp. nov. 
l: Halsschild und 2. Metazonit 2: Labrum 3: Antenne 4: 5. Seitenflügel 
5: 7. Segment von vorn gesehen 6: Analsegment von oben 7: Dasselbe 
von unten gesehen 8: Letzte 3 Beine von ô. l 
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本 新種 の 特徴 : 体 色 生 時 商 朱 紅色 ,。 アル コー ル 標 本 で は 淡い 黄土 色 と を つて いる 。 体長 : HE 4-4.5 mm, 
GE 5-5.5mm CRER mm Spo LERCE H rg, V, 頭頂 に は 毛 な く 小 乳頭 状 馴 灯 
が 一 面 に 生じ て いら る 。 人 触角 は 相 棒 状 , 第 5 第 6 節 は 同様 に 甚だ 大 形 で 先端 の 外側 に 感覚 綴 君 が ある 。 SI 
ph b RERS 4, "Sol 3 oan Vo 真也 は と の 濾 状 突出 部 の うち 第 3 番目 
と 第 4 履 目 の 突出 部 の 間 に あ る 筐 部 に あり 小形 で 発見 し に くい 。 後 環 節 背面 に は 横 に 3 yir ATERA 
あり 。 高 と れ ら の 天 状 突起 は 体 の 後方 へ 行く ほど 大 形 
と な り 是 後方 へ か た むい て 多少 後方 の 後 環 節 の 上 へ 
か ぶさ る よう に を な つて いる 。 側 計 背 面 に は 3 婦 は 3 
の 細長 いらい カマ ポ コ 状 の 隆起 が ある 。 SE ER o En 
の 先 に ある 大 了 剛毛 は 長く 耳 大 形 の 円 往 状 突起 の 上 に と あ 
る 。 最後 から 2 番目 の 歩 肝 の 同じ 場所 に ある 大 誠 毛 
は 短 か く 円 往 状 笑 起 る (EL, それ より 前 方 の 歩 肢 に 至 
る (C し を た が な つて と の 突起 は 目 支 を な く な る 。 

ER: en RSIL, SCALARE 
生 す 。 Sun (3 Eat HUE EE LA HORRORE 
ai ETC 5., HELE ER E CE Abb. 4. Archandrodesmus japonicus 
i sp- nov. Gonopode 
HECE SP Z ok BD LC ke Z WEO 
CKE YV, A. areatus CARL と の 相 異 点 は Résumé CON る 。 

SERERE: 体長 4.5 mm oki, BEREK: [KE 5 mm の 典 。 そ の 産地 東京 都 二子 玉川 ) 195』 年 4 月 
5 H, 基 損 昭治 氏 に よ ょ つて 採集 きれ た 。 . ! 

3. Skleroprotopus osedoensis sp. nov. 

アル コー ル 標 本 に て 体 色 脱 視 万 至 黒 被 。 眼 知 は 略 等 辺 3 角形 , 単眼 の 数 は 多い が 個体 に より 一 定 し な い 。 
一 般 的 形質 は 本 属 の 他 の 種 に 似 て に る が , し か し 次 の 諸点 で 区 別 で き b. WO 1 BEEKE CIE 
節 は その 正中 線 で 接 基 し て に る し 後面 に は 物 線 発達 し 凹凸 が 甚 し と 。 叉 内 側 の 肩 部 に は 購 竹 が 密生 し 千 方 か 
ら 見 る と それ が 2 DER Le E 端整 は 4 Sit orl ER ER Estate E, Wl) E 
- 折れ て し まつ て 後方 か ら は 見 
えん を いら 。 雄 の 第 2 歩 肢 は 第 ! 
BCIL L CEEE CARE 
に 比 し て 著しい 特徴 で ある 。 
と の 小形 な 第 2 IER o Ken 
は 基 だ 大 形 で 端 肢 全 長 に 現 敵 
する 。 基 節 は 大 部 分 互 は 療 着 
LC kent HOER, BE Te 
る 。 基 節 は 貴広 く 全 体 と し て 
FEI, 後面 と 円 形 の 大 凹部 あ 
D, そ と 陰茎 あり 。 陰茎 は 
短く 基 人 節 を と えな を い 。 駿 の 第 
7 歩 肢 の 基 節 は 基 大 , Woite 
だ 小形 で 1 Gët kcal D - 


Abb. 5. Skleroprotopus osedoensis sp. nov. ; 』 り 。 前 生殖 肢 の 基 節 突起 は 細 ` 
A, B: i. Bein C: Auge D, E: 2. Bein F: 7. Bein 長く , 中 央 部 (人 C 2 本 の 剛毛 
G, H: Vorderer Gonopode 1: Hinterer Gonopode Z D. mkd 小形 剛毛 あり 。 
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Bike) 2 叉 する 。 後 生殖 豚 の 形 に は 特異 な 点 な く , EH Aen 2 剛毛 が ある 。 

BERE: 礁 で 体長 約 50mm, 胴 節 数 64, その 産地 は 龍 本 県 球磨 郡 神 頼 村松 本 槍 倒 品 の 上 部 の 大 瀬 洞 
HEREHERE HEREA: HE 体長 47mm, 胴 節 69, Anc, WE 2 Æ, 幼 者 2 下 を 採集 き 
れ た を た 。 採集 日 は 1953 年 12 月 。 以 上 3 種類 の 控 本 を 恵 与 され され た 方 々 た 深 庶 する 次 第 で ある 。 


Résumé 


Beiträge zur Kenntnis japanischer Myriopoden 
19. Aufsatz: Uber eine neue Gattung und zwei neue 
Arten von Diplopoden 


Yasunori Mivosi 


Matuyama Kita K6t6-Gakko 


Senbutudoiulus gen. nov. (Blaniulidae) 

Diese neue Gattung unterscheidet sich klar von der verwandten Gattung (Skleroprotopus) durch 
die folgenden Diagnosen: l. Beinpaar des Männchens ist sehr gross, gerade, plattgedrückt und 
gestaltet sich ungefähr gleichbreit von Coxa bis Tibiopostfemur, und dessen Tarsus dreieckig und 
Kralle nicht vorhanden. 2. Beinpaar des Männchens ist normal, aber etwas plattgedrückt und die 
Kralle gut entwickelt. Mandibel mit über 6 Lamellen. Promentum gross und lang-eiförmig. Die 
anderen allgemeinen Merkmale ähneln sich sehr dem Skleroprotopus. l 

Genotypus: Senbutudoizlus platypodus MIYOSI 

1. - Senbutudoilus platypodus sp. nov. 

Männchen ca. 50mm lang, und ca. 60 Rumpfsegmente. Farbe bräunlichshwarz, etwas marmo- 
Gert, Hinterrand des Metazonites bräunlichgelb. Die Poren der Wehrdrüsen klein, aber sichtbar. 1. 
Beinpaar des Mannchens fünfgliedrig, die Vorderseite all dieser Glieder dicht beborstet und Hinterseite 
ein wenig beborstet. 2. Beinpaar des Männchens normal, aber die Vorderseite all dieser Glieder 
dicht beborstet und die Hinterseite ein wen.g beborstet、 Beide Hüfte lang und vereinigen sich nicht 
zusammen. Prafemur mit vielen, langen Borsten. Penis lang und über Präfemur hinausragend. 7. 
Beinpaar und Gonopoden wie sie sich in Abb, 2 zeigen. Holotype: Männchen, ca. 51 mr lang, und 
62 Rumptsegmente. Fundort: Senbutu-Dö Höhle, bei KOKURA-SI, FUKUOKA-KEN. 

2. Archandrodesmus japonicus sp. nov. (Cryptodesnninae) 


Diese neue Art hat einige Ähnlichkeit mit Archandrodesmus areatus CARL, aber ist folgendermas- 


sen zu charakterisieren: 


a EEN 


A. areatus ; A. japonicus sp. nov. 
Körperfarbe erdgrau hell Zinnoberrot 
Körperlänge 8-10 mm ` 4-5.5 mm 
l Körperbreite 1.6-1.8 mm ; 0.9-1 mm 
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! 
Antenne | schlank, Sinnesfelder unbestimmt gross und dick, Sinnesfelder bestim- 
| begrenzt. mt begrenzt. 
Hintereck des Seiten- vom 15. an als Zacke vor- nicht besonders vorragend 
fügels ragend. 
Gonopoden Acropodit, in der Mitte eine ohne solche Zacke 


kurze Zacke abgibt | 


R 


Holotype: Maannchen, ca. 4.5mm lang. Ailotype: Weibchen, 5 mm lang. Fundort : 
FUTAGO-TAMAGAWA, TOKYO. 


3. Skleroprotopus osedoensis sp nov. (Blaniulidae) 

Ocellen schwarzlich, in ungefähr gleichseitigen dreieckigen Haufen gestalt. 1. Beinpaar des 
Mannchens sehr gross, die Coxite stossen in der Mediane zusammen, und der grösste Teil davon 
verwächst, ausserdem die Ennenschulter dicht beborstet. Telopodit besteht aus einem sehr kurzen 
Präfemur und Femur. Tibiopostfemur lang und platt, und dadurch das Tarsus stärker zurückgebogen.. 
2. Beinpaar des Männchens sehr verkleinert, aber trapezoidförmıge Hüften gross und so lang wie 
Telopodit。und Hüften nur ca. 1/4 distal getrennt. 7. Bein des Männchens umgewandelt, sehr gross, 
aber mit sebr kleinem, nahe ber Basis eingelenktem Telopodit, das einige langen Borsten hat. 
Coxaliortsatz des vorderen Gonopods sehr schlank und mit zwei Borsten an dee Mitte. Die Flagella 
am Ende in zwei, gleichlangen Äste gegabelt, von denen der eine bestachelt. Holotype : Männchen, 
ca. 50 mm lang, und 64 Rumpfsegmente. Fundort: Osed6 Höhle, KAMISE-MURA, KUMAMOTO- 


KEN. 
会 IN 
中 国 四 国家 部 岡山 例会 。 昭 和 31 年 9 月 23 日 岡山 天 学 理学 部 で 行わ れ た 。 

講 "IS !. 岡山 県 下 産 菊 量 と 気 鉄 と の 関係 …………ーー ト ーー…… NEUER EEAS ( 岡 大 ・ 理 ・ 生 ) 
2. ホトトギス の 自然 集団 の 生 熊 um EAN -R H a (m 天 ・ 臨 Zi 
3. サワ ガニ Pete Sege 

E P 本 H SS 大 ・ 理 ・ 生 ) 

4. ROKECA I € KORE EEN 内 海 耕造 ( 岡 大 ・ 医 ・ 病 ) 
5. SEA SE Sie ATPase "EIN DÉI KEE unsech 上質 英 人 ( 岡 大 ・ 医 ・ 生 理 ) 
6. 電子 顕微 鏡 に ょ る 平滑 筋 の 研究 ーー……… Innen, oke ( 岡 大 ・ 環 ・ 生 ) 
7. 位相 差 顕 餃 鏡 た よる 平滑 筋 の 研究 ーー seJ DH DI BR DR (M 大 ・ 理 ・ 生 ) 
8. ョ ー セ ツ * 和 各地 の 動物 園 た つら いて en H 田 g mm (0 大 ・ 医 ・ 解 ) 

. 中 国 四国 放 部 山口 例会 。 昭 和 31 年 1! 月 11 日 山口 大 学 婦 理学 部 で 行わ れ た 。 

講 IS し 乳 汗 ヒ 存 在 する 購 肪 球 の 本 性 に 対す る 生物 学 的 検索 ……… 百合 野 順 太郎 (山口 ・ 楠 本 町 ) 
2. ARA Lateolabraz の 魚類 に つい て で て. ve E UI E * Wak. 防府 分 校 ) 

中 国 四国 支部 徳島 例会 。 昭 和 31 年 12 月 2 日 人 島 大 学 医 学部 で 行わ れ た 。 . 

講 "e !- EE EE Eed E 岡 Æ 造 (np, Hr 
2. ube fënt / P BK len enee E F 泉 E ø (EBEK ŽE) 
3. REKEL k ARFON (EOM) en F 川 Se JS (徳島 大 ・ 学 芸 ・ 生 ) - 
D マグ ネ シ ウ ュ 漂 井 海 水 法 ヒ よる バチ 久 の 人 工 愛 精 ………… P D 克 SOL (徳島 大 ・ 学 芸 * 生 ヵ 
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